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岡山美俵動物研究会の20年間のあゆみ
佐 藤 勝 紀
岡山大学農学部






















































第 5回岡山実験動物研究会 :昭和 59年 5月 19日､
岡山大学歯学部で開催｡特別講演 ｢先天異常に関
する動物データの解釈-とくにヒトへの外挿｣ 一
西村秀雄 先生(京 都 大 学 名書 教授)､｢Genetic
engineeringinDestiny｣-HaroldM.Slavkin教
撹(南カリフォルニア大学)0
第 6回岡山臭験動物研究会 :昭和 59年 12月8日､
岡山大学医学部で開催｡特別講演 ｢動物実験と私｣
一小川勝士教授(岡山大 ･医学部 ･病理学教室)､シ



































きづ らい系統｣一佐渡義一 ･内藤一郎 ･沖垣達各
先生(垂井医学研究所)､｢川崎医大メディカルミュ
ージアムにおける肉眼標本の作製:実験動物の利用
























第 10回岡山実験動物研究会 :昭和 61年 5月 10日,
岡山大学農学部で開催｡一般講演(4題)｢自動水洗
ラックによる実験用小動物の大量飼育｣ -河 口充











































ン｣一片山泰人 ･加太英明 ･森昭胤各先生(岡山大 ･
医学部 ･脳代謝研究施設)､｢小動物の大量飼育にお









｢Wistar系 ラッ トの行 動の時系列的分析 -FT
(fixed･time)のスケジュールを用いて｣ 一杉本完二
氏(岡山大 ･文学部)､懇親会｡

























科 大 学 名 著 教 授 )､ ｢Basic research in
teratology ｣･Dr.G.H.SchlmaCber(Rostock
University,Professor)


































































第 25回阿山夷験動物研究会 :平成 5年 6月 18日,
重井医学研究所で開催｡岡山県新技術振興財団と
の共催｡一般講演(3題)｢初期経験と後期経験との




尾行動｣一川崎翁史 ･池上哲也 ･中嶋尚丈 ･三藤
雅之 ･古田拓司 ･山根由弘 ･安藤駿作各先生(㈱林
原生物化学研究所 ･吉備製薬工場)､｢スンクス脳の
糖脂質分析｣ 一渡辺清博先生(重井医学研究所)､特
別講演 ｢動物 におけるシー トか らの形つくり｣一
本多久夫先生 (新技術事業団 ･古里再生機構プロ
ジェクト)｡
第 26回岡山実験動物研究会 :平成 5年 12月 17日､
まきび会館で開催｡岡山県新技術振興財団との共
50
催｡招待講演 ｢モ ンゴル ･ゴビ砂漠における恐竜











使用 した糖蛋 白質産生 システムー伊藤(旧姓:佐藤)
美千代 ･森哲也 ･山本康三 ･太田恒孝 ･阪本知代 ･
小出-広 ･村上欽俊 .藤井光清 ･福 田恵温 ･栗本
雅司各先生 (㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所､
｢ムコ多糖症モデル ラッ トにおける疾患原因遺伝
子の解析｣ -国枝哲夫先生 (岡山大 ･農学部)､特
別講演 ｢内分泌細胞 における細胞増殖の調節｣一
高橋純夫先生 (岡山大 ･理学部)｡






坐 (岡山大 ･工学部)､招待講演 ｢ケージサイズに
ついて考える｣ 一佐藤徳光先生 (新潟大 ･医学部 ･
附属動物実験施設､懇親会｡
第 29回岡山実験動物研究会 :平成 7年 7月 1日､
ノー トルダム清心女子大学で開催｡岡山県新技術
振興財団との共催｡一般講演(3題)｢ラットマウス
の皐丸に及ぼす ビタミン B12欠乏の影響｣ -河田
哲典先生(岡山大 ･教育学部)､｢モルモッ トを用い
たア レルギー性結膜炎モデルの作成 とその応用｣
-高田美穂女史 ･山地雅子 ･出石啓治 ･杉本幸雄 ･
亀井千晃各先生 (岡山大 ･薬学部)､｢幅吐運動の
パターンを形成する中枢神経横棒その 2｣-古我知
成 ･福田博之各先生 (川崎医科大)､特別講演 ｢抗
がん剤誘発脱毛モデル動物の作成 と脱毛抑制剤｣
一高畑京也先生 (岡山大 ･農学部)､懇親会｡
第 30回岡山実験動物研究会 :平成 7年 12月 1日,
メルパルク OKAYAMA で開催｡岡山県新技術振興
財団との共催｡特別講演 (4題)｢家庭を取 り巻 く
害虫｣ 一三宅忠氏 (岡山ペス トコン トロール協会
事務局長)､｢ゴキブ リよもやま話｣ 一西村昭先生
(アース製薬㈱ ･研究顧問)､｢動物催眠 一防衛行
動 としての死んだふ り｣一酒井正樹先生 (岡山大 ･
理学部)､｢細胞ガン化の機構｣一清水憲二教授 (岡
山大 ･医学部)､懇親会｡




子 ･喜多弘各先生 (川崎医大)､｢ヒ ト白血病細胞
株 のハ ムス ター着 生試 験 とそ の有効利用 につ い
て｣ 一古谷聡美 ･伊藤美千代 ･新井成之 ･栗本雅
司各先生 (㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所).
｢アレルギー性疾患モデルとしてのBN系ラットの





験動物の眼検査 について｣ 一古川敏紀先生 (広 島
大 ･医学部 ･附属動物実験施設｡
第 32回岡山実験動物研究会 :平成 8年 11月 29日､
ルネサ ンス岡山 (ギャラリー ･ルネサ ンス)で開
催｡岡山｣県新技術振興財団との共催｡特別講演 (3
題)｢大型ウサギの実験動物化に関する研究｣一松
田幸久先生 (秋田大 ･医学部 ･附属動物実験施設)､
｢コラーゲ ン遺伝子改変 と動物疾患モデル｣ 一
宮義文教授 (岡山大 ･医学部)､｢マス ト細胞分化
異常動物｣ 一北村幸彦教授 (大阪大 ･医学部)､懇
親会｡









鹿泉女史 ･国枝哲夫先生 (岡山大 ･農学部)､｢小
型熱帯魚グッピーの放射熱生物学｣ 一大原弘教授
(岡山大 ･理学部)､｢コカイ ン反復投与 によるマ
ウスの痩撃感 受 性先進 にお けるポ リア ミンの役
割｣一箱里和朗 ･渡辺悟 ･桂昌司 ･大熊誠太郎 ･




て｣-倉林譲先生 ･上山和貴 ･大光宗義各氏 (岡
山大 ･医学部 ･附属動物実験施設),特別講演 ｢ヒ
トwilson病モデル､肝癌モデル､免疫不全モデル
としての LEC ラット｣一松本桝三先生 (徳島大 ･
医学部 ･附属動物実験施設)､懇親会｡
第 34回岡山臭填動物研究会 (創立 15周年記念大
会):平成 9年 11月 28日､メルパルク OKAYAMA
で開催｡岡山県新技術振興財団との共催｡記念講




の応用｣ 一菊池建棲先生 (国立精神 ･神経セ ンタ
ー ･モデル動物開発部 ･部長)､｢唐の遺伝子治療｣
一田中紀章教授 (岡山大 ･医学部 ･第-外科)､懇
親会｡




-中永征太郎教授 (ノー トルダム清心女子大 ･家
政学部)､育種選抜によるハムスター法改善の可能
性について｣ 一野村穣 ･久保田研二 ･小出-広 ･
伊藤美千代 ･池田雅夫 ･栗本雅司 ･各先生 (㈱林
原生物化学研究所 ･藤崎研究所)､｢ラット脳波に
およばす抗 ヒスタミン薬の影響｣ 一斉藤康一氏 ･
亀井千晃先生 (岡山大 ･薬学部)､｢マウスⅩⅤⅢ
型コラーゲンの組織内局在｣ 一内藤一郎 ･香川恵 ･
二宮善文 * ･佐渡義一各先生 (重井医学研究所､
*岡山大 ･医学部)､特別講演 ｢薬物依存形成にお
けるdiazepambindinginhibitor(DBI)の役割｣ -
大熊誠太郎教授 ･桂昌司先生 (川崎医科大 ･薬理
学教室)､岡山大農 ･薬動物実験施設見学､懇親会｡





ついて｣ -西崎泰司先生 (㈱林原生物化学研究所 ･
藤崎研究所)､記念講演 (1題)｢札分泌撹乱物質 (環
境ホルモン)の何が問題か｣ 一井 口泰泉先生 (横
浜市立大学 ･理学部､現岡崎国立共同研究棟構)､
懇親会｡
第 37回岡山実験動物研究会 :平成 11年 5月 26日､
岡山大学医学部図書館 (鹿田分館)3階講堂で開催｡
岡山県新技術振興財団の後援｡一般講演(2題)｢Tg
動物飼育用 ラッック …ルフテン Tg…の開発｣ 一橋
詰俊雄民 ら (白銀工業㈱､大気社､岡山大 ･医 ･
動物実験施設)｢免疫グロブリン遺伝子 Knock-in
マウスを用いる抗体の親和性成熟機構の解析 :RAG
遺伝子産物は関与するか｣ 一曲正樹氏ら (岡山大 ･
工学部)､特別講演(2題)｢上海実験動物科学の進
展｣ -王楠 田先生 (上海実験動物科学専業委員会
会長)､｢生体部分肝移植について｣一清水信義先
坐 (岡山大 ･医学部 ･第二外科)､懇親会｡

















雄介氏 (岡山大 ･農学部)､｢マウス居住性か ら見
た現在市販床敷ベス ト10｣-倉林譲先生 (岡山大 ･
医学部)特別講演 (1題)｢医薬品開発サポー ト業
の現状｣金田平八郎氏 (㈱ ラビトン研究所 ･大阪
医薬品臨床開発研究所)､夕食会｡


























渡連武先生 (大塚製薬㈱大塚 GEN 研究所)､懇親
A
石 ○









第 43回岡山実験動物研究会 :平成 14年 6月 7日､
重井医学研究所で開催｡一般講演 (3題)｢WS4マ
ウスにおけるエン ドセ リンβレセプター遺伝子の
解析｣ 一大谷某氏 ら (岡山大大学院 自然科学研究
科､埼玉県立がんセンター研究所),｢マウスの皮
膚反応におけるヒスタミンH3受容体の関与｣-ホ
ッセ ン ･マ リア女史 ら (岡山大 ･薬学部)､｢フタ
ホシコオロギのフェノール酸化酵素の性状｣一浅




演 (1) 揺)｢今 日の生殖医療の現状 と問題点｣ -
沖津摂先生 ･三宅馨先生 (三宅医院 ⅠvFセンター)
第 44回岡山異境動物研究会 (JIJ立 20月年記念大
会)





第 1号 :1983年 4月発行
















































































倉林 譲 ･野田昭一 .大江茂一 ･大賀育造
施設めぐり
垂井医学研究所 内藤一郎 ･沖垣 達
阪大微生物研究会観音寺研究所雲岡支所
